
 

  

経過措置の対応（令和7年5月31日期限分）について 

今回は令和６年度診療報酬改定にて「医療機関の対応猶予」として、設けられた「経過措置」にて、期限

を改定1年後の令和7年5月31日と定められている項目への対応についてご説明します。 
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【 施設基準の再届出が必要な項目 】 

急性期充実体制加算や救命救急入院料、回復期リハ病棟などにおいては、要件を満たす上での再届出が必要

になります。令和 7 年 6 月 6 日までの届出にて、6 月 1 日以降も算定可能となります。再届出忘れがないよう

に注意が必要です。 

 

【 施設基準の再届出の必要ないが、対応が必要な項目 】 

 「ウエブサイトの掲示」や「入院料の通則対応（意思決定支援・身体拘束最少化の基準）」などにおいて

は、再届出は必要ありませんが、対応が必要になります。また身体拘束発生時には、看護補助体制充実加算の

点数変更も必要になりますので、ご注意ください。 

●　令和7年6月6日までに「施設基準の再届出」が必要な項目（一部抜粋）

解釈番号 項目 要件

A200－2 急性期充実体制加算

年間化学療法実施件数1000件以上の場合には、下記の条件いずれも満たす

・B001－2－12の「1 外来腫瘍化学療法診療料1」の届出

・医療機関で化学療法を実施した患者全体に占める外来化学療法実施患者割合が6割以上

A300 など 救命救急入院料　など 医療安全対策加算１の届出

A308 回復期リハビリテーション病棟入院料 当該病棟に在宅復帰支援を担当する専従の常勤社会福祉士等が1名以上配置

●　施設基準の再届出は必要ないが、対応が必要な項目（一部抜粋）

解釈番号 項目 要件

A000

 注加算 など
医療DX推進体制整備加算　など

医療DX関連項目（オンライン資格確認による医療情報取得・活用、マイナ保険証使用促進

電子処方箋の発行・電子カルテ情報共有サービスの取組など）をウエブサイトへの掲示

A入院料通則 意思決定支援の基準 適切な意思決定支援の指針作成

A入院料通則 身体的拘束最少化の基準 身体的拘束最少化の基準に規定されている項目の体制構築・実施

A207-3

 注加算 など

看護補助体制充実加算

（急性期看護補助体制加算　など）
身体的拘束実施日には、下位の加算（加算１→加算２など）での算定

A308-3 地域包括ケア病棟入院料 在宅復帰率、自宅等からの入院患者割合、在宅医療の実績等の対象患者変更



 

 

 

 

  

財政制度等審議会による提言（建議） 

～「今を解決する」から「未来を解決する」へ～ 

 

医 療 事 務 の 知 識 

 今回は、次年度の診療報酬改定に向けた議論を読み解く上で押さえておきたい「財務省側の考え」として、

「財政制度等審議会による建議」についてご説明します。 

  

■ 診療報酬改定の改定率 

診療報酬改定における「改定率」は、政府（内閣）にて決定がされます。通常は 

改定前年の 12 月末には決定がなされ、改定率に基づき改定項目の詳細が詰められて 

いくことになります。改定率の決定前には、財務省と厚労省の大臣折衝も行われる 

ため、財務省の意見も重要な改定項目のポイントになります。 

 

■ 財政制度等審議会（財政審） 

財務大臣の諮問機関として「予算編成」や「国の財政全般の在り方」を検討する「財政制度等審議会」が

あり、診療報酬改定を含む社会保障全般への提言（建議）も毎年行われています。前回の 

令和 6 年度改定前の建議においては、財務省が独自に医療機関の経営状況を調査 

（機動的調査）が報告され、「診療所の経営が病院や他産業に比べて良好である」 

旨の意見が出され、「外来診療の適正化（生活習慣病関係の管理料変更など）」 

という流れになりました。 

 

■ 財政制度等審議会の建議（令和 7 年 5 月 27 日） 

令和 7 年 5 月に財政審より加藤財務大臣への建議書（激動の世界を見据えたあるべき財政運営）が提出

されました。本建議書においては、次回の改定では「新たな地域医療構想」・「医師偏在対策」・「かかり

つけ医機能報告」を後押しすることが求められています。「新たな地域医療構想」では「急性期拠点病院の

集約化」、「医師偏在対策」では「診療所過剰地域（都会）での単価引き下げ」、「かかりつけ医機能報

告」においては、診療所の経営が良好との前提にて、「かかりつけ医機能の報酬上での評価見直し（外来管

理加算の再診料包括化、機能強化加算の廃止等）」などが提言されています。 

 

■ 病院団体などからの意見 

一方で各病院団体（全自協・日病など）からは、昨今の物価上昇・賃金上昇などにより。病院の経営状

況が全国的に悪化している調査結果が公表されており、「入院基本料本体の引き上げ」 

等を求める要望が厚労省へ出されています。今後活発化していく改定議論において、 

どのような形に集約されていくかについて注視が必要です。 



 

 

 

 

 

   

査定例・算定例 

病
名
辞
典 

「
わ
」 

【 

か
ら
だ
の
水
分
量 

】 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル 

【 

ワ
イ
ル
病 

】 

 

《 「後方椎体固定」の査定について 》 

A．審査はおそらく、手術材料にケージ(椎体固定用人口骨)があるかどうかを見ています 

「後方椎体固定」を算定すると、「後方又は後側方固定」ではないかと返戻をうけることがあり

ます、医師指示の「後方椎体間固定」は「後方椎体固定」ではないのでしょうか？ 

 
u

e

stion

Q 

 
A 

 

n
ser

体

の

し

く

み 

 

～「今を解決する」から「未来を解決する」へ～ 

 

「後方椎体固定」は椎体間の椎間板(髄核)を摘出し、上下の椎体を固定するために自家骨(腸骨か

ら採取するか、脊椎手術で切除した局所骨)を詰めたケージを椎体間に挿入します。「後側方固定」

も併せて行います。ほとんどの場合はケージを使用しますが、稀に自家骨のみで椎体間を固定する

場合もあります。「後方椎体固定」を算定し、「後側方固定」用の手術材料(スクリュー、ロッド等)

のみ算定されておりケージの算定がない場合に、返戻で問い合わせる審査が起こりやすいです。自

家骨のみで椎体間を固定した場合はあらかじめ説明をつけて算定を行ってください。 

 

ワ
イ
ル
病
（
黄
疸
出
血
性
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
症
）
を
は
じ
め
、 

昔
か
ら
風
土
病
と
い
わ
れ
て
い
る
秋
疫
、
用
水
病
、
七
日
熱
、
作

州
熱
な
ど
は
、
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
菌
の
感
染
に
よ
っ
て
お
こ
る
レ

プ
ト
ス
ピ
ラ
症
で
す
。
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
症
は
急
性
熱
性
疾
患
で
、

全
世
界
で
発
生
し
て
お
り
、
と
く
に
熱
帯
・
亜
熱
帯
地
域
に
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
も
、
１
９
７
０
年
代
前
半
ま
で
は
年
間 

５
０
名
以
上
の
死
亡
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
も

全
国
で
散
発
的
な
発
生
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
沖
縄
県
で

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
症
の
中
で
も
重
症
型

の
一
つ
が
ワ
イ
ル
病
で
、
臓
器
障
害
を
伴
い
ま
す
。 

【 

感
染
経
路 

】 

 

レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
症
に
か
か
っ
て
い
る
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
動
物
の

フ
ン
や
尿
で
汚
染
さ
れ
た
土
壌
や
水
が
、
体
の
傷
や
粘
膜
に
接

触
す
る
こ
と
で
感
染
す
る
経
皮
感
染
と
、
汚
染
さ
れ
た
水
や
食

品
を
飲
食
す
る
こ
と
で
感
染
す
る
経
口
感
染
が
あ
り
ま
す
、
特

に
国
内
で
は
、
川
遊
び
や
水
辺
の
レ
ジ
ャ
ー
を
行
っ
た
後
に
発

症
す
る
事
例
が
多
い
で
す
。
台
風
や
大
雨
の
後
な
ど
は
、
汚
染
水

が
う
っ
滞
す
る
こ
と
に
よ
り
さ
ら
に
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。 

【 

症
状 

】 

 

レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
症
の
場
合
は
感
冒
様
症
状
の
み
で
軽
快
す
る

軽
症
型
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
ワ
イ
ル
病
ま
で
に
な
る
と
黄
疸

や
腎
不
全
が
み
ら
れ
、
出
血
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
肝
臓

や
腎
臓
の
他
、
肺
や
心
臓
も
重
度
に
侵
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、 

精
神
機
能
の
変
化
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

【 

治
療 

】 

 

抗
生
物
質
の
投
与
が
行
わ
れ
ま
す
。
早
期
に
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

【 

予
防 

】 

 

予
防
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
は
現
在
あ
り
ま
せ
ん
。
水
辺
の
レ
ジ

ャ
ー
で
は
、
怪
我
を
し
な
い
よ
う
適
切
な
服
を
着
て
、
怪
我
を
し

て
い
る
場
合
に
は
水
の
中
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
川
の
水
を
直
接
飲
む
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 

気
温
の
高
い
日
が
増
え
て
暑
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、

「
熱
中
症
」
や
「
水
分
」
に
注
意
し
た
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

人
は
約
６
０
％
が
水
で
で
き
て
い
ま
す
が
、
「
体
重
１
㎏
あ
た

り
に
含
ま
れ
る
水
分
量
」
は
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。 

胎
児
の
時
は
約
９
０
％
、
赤
ち
ゃ
ん
の
時
は
約
８
０
％
、
成
人

男
性
は
約
６
０
％
、
成
人
女
性
は
約
５
５
％
で
す
。
大
人
に
な

る
と
水
分
量
が
減
る
理
由
は
、
生
き
る
た
め
に
必
要
な
脂
肪
が

体
に
つ
い
て
く
る
か
ら
で
す
。
男
女
差
で
い
え
ば
、
女
性
の
方

が
脂
肪
が
多
い
こ
と
か
ら
、
女
性
の
水
分
量
の
割
合
は
低
く
な

り
ま
す
。 

【 

水
分
補
給
は
こ
ま
め
に 

】 

 

一
日
に
必
要
な
水
分
量
は
、
体
重
１
㎏
あ
た
り
３
０
～
４
０

㎖
で
す
。
体
内
の
水
分
量
は
、
水
分
を
摂
る
こ
と
と
、
排
泄
を

す
る
こ
と
で
一
定
に
調
節
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
汗
を
多
く
か
く

夏
場
は
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
体
か
ら

出
て
い
く
水
分
量
が
、
補
給
す
る
水
分
量
よ
り
多
く
な
る
と 

脱
水
状
態
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
度
に
た
く
さ
ん
の
水
分

を
摂
っ
て
も
、
体
内
で
は
う
ま
く
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

尿
と
し
て
排
泄
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
熱
中
症
対

策
に
は
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
が
必
要
な
の
で
す
。
の
ど
の
渇

き
を
感
じ
た
時
に
は
、
す
で
に
脱
水
が
始
ま
っ
て
い
る
サ
イ
ン

で
す
。
の
ど
が
乾
い
て
い
な
く
て
も
意
識
的
に
水
分
を
取
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

【 

体
内
の
水
分
量
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う 

】 

 

水
分
が
足
り
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
一
番
簡
単
な

方
法
は
、
尿
の
色
を
見
る
こ
と
で
す
。
正
常
な
尿
の
色
は
レ
モ

ン
色
を
し
て
い
ま
す
が
、
脱
水
気
味
に
な
る
と
、
黄
色
や
茶
色

な
ど
濃
い
色
の
尿
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
他
に
も
、
唾
液

が
出
る
か
、
爪
を
押
し
て
離
し
た
と
き
に
、
す
ぐ
に
ピ
ン
ク
色

に
戻
る
か
、
手
の
甲
を
つ
ま
ん
で
離
し
た
と
き
に
、
皮
膚
が 

す
ぐ
に
戻
る
か
、
と
い
っ
た
方
法
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 



 

 

 

 

豆 

知 

識 

【 

ス
イ
カ 

】 

医療・医学の知識【 脊椎 】 

～「今を解決する」から「未来を解決する」へ～ 

 

保険医と医師事務作業補助者のための 

「実践的診療記録事例集・2024 年版」発売中！ 

 

暑
く
な
る
と
食
べ
た
く
な
る
ス
イ
カ
で
す
が
、
４
月
頃
か
ら
出
回

り
始
め
、
８
月
頃
ま
で
が
旬
で
す
。
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
赤
い
ス
イ

カ
が
一
般
的
で
す
が
、
近
年
で
は
「
ク
リ
ー
ム
ス
イ
カ
」
と
呼
ば
れ

る
黄
色
の
ス
イ
カ
や
「
サ
マ
ー
オ
レ
ン
ジ
」
と
呼
ば
れ
る
オ
レ
ン
ジ

の
ス
イ
カ
な
ど
様
々
な
種
類
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

【 

ス
イ
カ
は
野
菜
？
果
物
？ 

】 

 

ス
イ
カ
は
ウ
リ
科
の
一
種
で
す
。
甘
み
も
あ
る
の
で
果
物
と
思
わ

れ
る
方
も
い
ま
す
が
、
農
林
水
産
省
に
よ
る
と
野
菜
と
し
て
の
取
扱

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

【 

ス
イ
カ
の
栄
養
素 

】 

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
分 

ス
イ
カ
は
カ
ロ
リ
ー
が
低
く
、
全
体
の

90

％
が
水
分
で
あ
る
た

め
、
水
分
補
給
や
熱
中
症
予
防
に
も
な
り
ま
す
。 

・
ビ
タ
ミ
ン

C

、

β

カ
ロ
テ
ン
、
リ
コ
ピ
ン 

い
ず
れ
も
ス
イ
カ
に
豊
富
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
特
に
リ
コ
ピ
ン
は

ト
マ
ト
よ
り
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
抗
酸
化
作
用
が
高
く
、
皮
膚

や
細
胞
の
健
康
を
保
つ
の
に
役
立
つ
栄
養
素
で
す
。
夏
の
強
い
日
差

し
に
よ
る
肌
荒
れ
や
シ
ミ
予
防
も
期
待
で
き
ま
す
。 

・
カ
リ
ウ
ム 

ス
イ
カ
に
豊
富
に
含
ま
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
の
一
種
で
、
体
内
の
余
分

な
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排
出
し
よ
う
と
す
る
た
め
、
水
分
代
謝
を
促
し

て
、
身
体
の
む
く
み
改
善
や
血
圧
の
改
善
に
期
待
で
き
ま
す
。 

・
シ
ト
ル
リ
ン 

シ
ト
ル
リ
ン
は
、
ス
イ
カ
な
ど
の
ウ
リ
科
の
植
物
に
多
く
含
ま
れ

る
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
で
、
ス
ー
パ
ー
ア
ミ
ノ
酸
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

血
管
を
し
な
や
か
に
す
る
作
用
が
あ
り
、
血
流
改
善
や
動
脈
硬
化
の

緩
和
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
利
尿
作
用
が
あ
り
、
む
く
み
の
改
善

も
期
待
で
き
ま
す
。 

【 
ス
イ
カ
の
お
い
し
い
食
べ
方
♪ 

】 
ス
イ
カ
は
冷
や
し
す
ぎ
る
と
甘
さ
が
落
ち
る
の
で
、

8

～

10

℃
く
ら
い
が
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
自
宅
で
食
べ
る
場
合

は
水
道
水
で
冷
や
す
の
が
お
す
す
め
で
す
。 

⚫ 脊椎の仕組み 

脊椎とは背骨（背柱）の部分を指し、「椎骨」という骨が積み重なる 

ことでできています。首から臀部へ「頸椎（7 個の椎骨）」「胸椎（12 

個の椎骨）」「腰椎（5 個の椎骨）」「仙骨」「尾骨」からなります。 

⚫ 椎骨・椎間板・脊髄 

椎骨は「椎体（円柱状の骨）」「椎弓（後ろ側の弓状の骨）」「棘突 

起（後ろの飛び出た骨）」からなり、椎骨の間は衝撃を和らげる「椎間 

板」があります。脊髄は背骨の中を通っている中枢神経にて、脳からの 

指令で「腕、足を動かす」や「痛みやしびれを脳へ伝える」等の役割があります。 

⚫ 脊椎の疾患 

加齢や外部衝撃などに伴い椎間板や椎骨の変形・損傷にて、脊髄が圧迫されることにより、手足のしびれが

発生し、症状の悪化にて歩行困難などの症状が発生します。（椎間板ヘルニア、脊柱管狭窄症など） このよ

うな疾患に対しては、脊椎に対する手術が実施され、主な術式としては下記のようなものがあります。 

【椎弓切除術】 

椎弓の一部（骨や靭帯）を切除して脊柱管を広げ、神経の圧迫を和らげる術式 

【椎弓形成術／除圧術】 

椎弓に切り込みを入れ、狭くなった脊柱管を広げ、脊髄や神経根の圧迫を取る（除圧）手術の術式。広げ

た部分には、人工の骨や自身の骨を入れます。 

【脊椎固定術】 

異常に動いているまたは動く可能性のある脊椎にボルトと棒などを使って固定することで脊椎の安定をは

かる手術。神経を圧迫している靭帯や骨を切除して、神経の圧迫を取り除いたあと、変形した椎間板に人工

物（インプラント）や自身の骨などで固定する手術です。 


